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ちょっとでも気になったら・・日南町役場の相談窓口へどうぞ♪

日南町に住んでみようかな？

空き家バンクやお試し住宅、子育て世代にはうれしい子育て支援

事業などＵターンＩターンにおすすめの情報をお伝えします♪

・こんにちは赤ちゃん事業
・乳幼児健診
・各種育児教室
・ブックスタート･ウッドスタート
・木のおもちゃ貸出事業
・在宅育児サポート
・児童手当の支給
・18歳までのお子さんの通院費
　入院費の助成
・可燃ごみ袋の無料配布
・育児サークルカンガルークラブ
・0歳児預かり保育事業
・保育園の保育料　無償化
・歯科健診  フッ素塗布
・任意予防接種費用助成
・インフルエンザ予防接種費用
　助成
・放課後児童クラブ
・高校生の通学定期代費用の助成
・高校生の教科書等費用の助成

子育て支援事業

お仕事相談

まずは窓口に相談！

日南町内、日野郡内の最新求
人情報をお伝えします。
もし見学希望の方は、見学の
調整をさせて頂きます。

住むところ相談
空き家バンク、お試し住宅、い
わみにし、町営住宅などをご紹
介します。

起業相談
日南町商工会をご紹介
させて頂きます。
チャレンジ企業支援事
業のお知らせなど日南
町内の企業のお話を聞
くことが出来ます。

物件見学
見学日を決めて物件の見学をし
ます。

物件交渉
空き家バンクの大家さんとお繋
ぎます。
お試し住宅、町営住宅などは建
設課で手続きをして頂きます。

入居が決まると
地域の自治会長、集落支援員と
の顔合わせなど、地域とお繋ぎ
します。

日南町いきいき定住促進条例
★結婚祝金
（3万円）

★出産祝金
（第１子 3万円・第2子 5万円・第3子以降 7万円）

★定住奨励金
（10万円＋世帯員1人につき5万円）

★同居奨励金
（10万円）

★住宅等補助金
（1/5 上限30万円・新築1/5 上限100万円・
　空き家バンク登録物件1/2 上限50万円）
※交付要件がありますので詳しくは、
　役場企画課【82ｰ1115】までお尋ねください。

店舗相談
サテライトオフィスや
空き店舗をご紹介させ
て頂きます。

※サテライトオフィス：
企業が本社から離れた場所
に設置するオフィス

ハローワーク
ハローワークを通して求人に
応募をします。

企業見学
実際に働いているとこ
ろを見学し、会社の雰
囲気や仕事内容などを
見て頂けます。

空 き 家 情 報 ・ お 仕 事 情
報、助成金など気軽にお
問い合わせください。

特集　日南町に住んでみようかな

空き家バンク

お試し住宅

生山定住促進団地（分譲地）

町 営 住 宅

日南町初の
借地権付住宅団地
※建設費の補助制度も
　あります。
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残り1区画
！
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～日南町へ帰ってきませんか？～
奨励金の対象となる世帯
(１)令和２年６月24日以降、世帯２人以上で当該市町村に住民登録をした世帯。
(２)当該市町村への転入日において、世帯員のいずれか（子を除く）が満39歳以下であること。
(３)世帯員のうち、県内市町村に居住したことがある者がいる場合、当該者が県外に転出後、１年以上経過
　  していること。
(４)転勤、研修等の一時的な転入でなく、本町に継続して３年以上定住する意思があること。
(５)申請時において、以下のいずれかの要件を満たすこと。
　①結婚をして３年以内であること。
　②妊娠中であること。
　③世帯内に小学校入学前の子がいること。

「にちなん新生活応援奨励金」

　　　　　一世帯あたり20万円

新しい奨励金が�
スタートしました！

役場企画課　TEL   ８２－１１１５問※詳細については町ホームページをご覧ください。
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　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、飲食店を中心に厳しい状
況が今もなお続いています。広報を通じて何かできないかという思いから
飲食店を応援するための緊急企画を始めました。外出自粛も緩和された
今、町内の飲食店へ出かけてみませんか？

　｢町内の飲食店はもちろん知っているし、食べに行ったことがあるけど
最近行ってないな｣という方もいらっしゃるのではないでしょうか｡
　町内の飲食店を巡り、新メニューやオススメをご紹介いたしますので、
気になったメニューやお店があったら是非足を運んで食べてください !!

お問合せ：役場企画課　82-1115

飲食店 応援企画！

・町内飲食店を巡りつくすで！
・くらしのカレンダーの裏面に掲載！
・おすすめや新メニューに注目じゃ！
・約４ヶ月の連載企画じゃぞ！
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オッサン

ショウオが行く 岡部　綾さん

プロフィール
　平成11年米子市生まれの21歳。米子市の高校・新見
市の大学へ進み、介護について学ぶ。
　平成31年4月～あかねの郷で介護士として勤務。現在
２年目で、日南町に住みながら勤務している。

　日南福祉会は、日南町が運営していた特別養護老人
ホームと日南町社会福祉協議会が受託運営していたデ
イサービス、訪問介護、居宅介護支援事業所を一つに
し、日南町の住民が一体的な介護サービスを利用出来
るように誕生した、日南町で唯一の社会福祉法人で
す。
　特別養護老人ホーム「あかねの郷」では早番・日
勤・遅番・夜勤とシフトを交代しながら24時間体制で
勤務しています。

　元々高校のコース選択でなんとなく介護を選択して
いましたが、大きなきっかけは高校生の頃、認知症の
症状があった祖母と一週間二人で生活したことです。
施設から施設への移動の間の一週間ということで手伝
いに行きましたが二人きりでの生活は本当に大変でし
た。その一方で介護士の必要性や重要性を感じまし
た。看たくても看ることができないという家族の思い
にお手伝いする仕事が介護士だと思っています。祖母
も色々な人の支えがあって生活することができたと感
じるので私もお手伝いができればと思って目指しまし
た。

　祖母が日南町で暮らしていたということと、大学の
実習であかねの郷に来た際にとても雰囲気が良い職場
だと感じたこと、言いたいことは言い合っているとこ
ろがいいなと思ったからです。

難しいことは

　利用者さんが何を感じているのかどのよう
な思いなのかを汲み取ることが難しいです。
一年目は仕事を覚えることに必死でしたが、
最近は慣れてきたこともあり自分の苦手なこ
とを克服したいと思っています。私は行事に
向けて計画をすることが苦手なので考えてサ
ポートしてもらいながら頑張っています。自
分のための行事ではなくてみなさんに楽しん
でもらうことが一番だと思っているので、楽
しんでもらえるよう計画を立てていきたいで
す。

今後の目標は

　先輩をみていて、何もない日にホットケー
キやお好み焼きを焼いて楽しむ等、利用者さ
んのことを第一に考えておられ凄いと思いま
す。私も周りをみながら利用者さんのことを
第一に考えて行動できるようになりたいで
す。
　また、統一したケアが安心・安全につなが
ると思うので意識していきたいです。

おかべ　　　　あや

日南福祉会　あかねの郷

介護士

介護士を目指したきっかけは

日南町で働こうと思った理由は

　介護の仕事は大変だと言われることが多いのですが、
私は大変だという気持ちよりもやりがいがあるという
気持ちの方が大きいです。利用者さんがやりたいこと
をお手伝いできたときに喜んでいる姿をみたり、家族
と面会されてイキイキとした表情で、お互いが喜んで
おられる姿をみたりするたびにこの仕事をしていて良
かったと思います。利用者さんから直接「ありがとう」
とお礼の言葉をかけていただけることも嬉しいです。

働いてみてどうですか
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［橋梁点検］に伴う［交通規制］にご協力ください

　令和２年度、町内全域で日南町が管理する橋梁のうち82橋の橋梁点検を実施します。

工期：令和２年６月18日～令和２年11月30日

（点検実施は８月上旬からを予定しております。）

〇橋梁点検の実施について

　国土交通省では、平成26年４月より道路法施行規則を改訂し、橋梁は国が定める統一的な基準

により、５年に１回の頻度で点検・記録を行うことを定めました。

　橋梁点検では、近接目視、クラックスケール等による外観の変状調査を行い、劣化・損傷の位

置・規模を調査・記録します。必要に応じて、橋体にチョーキング、打診ハンマーによる点検も実

施します。

　橋梁点検は、地上・梯子・橋梁点検車・高所作業車等を併用して行います。以下に、それぞれの

イメージを示します。

　橋梁点検に伴い、橋梁点検車等を使用して通行規制を実施する場合があります。その際は個別に

自治会長へ連絡のうえ、案内文を送ります。なお、橋梁点検車等を使用して点検を実施する場合で

も緊急車両は通行可能ですので交通誘導員の指示に従い通行願います。

　皆様のご理解とご協力をお願いします。

〇橋梁点検の概要について

〇交通規制について

【点検中の様子】

【高所作業車】 【梯　子】【橋梁点検車】

[担当]　役場建設課　TEL：82-1113

きょうりょう
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「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

みんなで考えたい、子どものよりよい育ち①　～日南の子どもの課題～

　日南町教育委員会では、各学期に１回、小中学校それぞれを訪問し、全ての先生の授業を参

観したり、学校経営や授業づくり等についての意見交換を行ったりしています。６月15日

（月）には日南中学校、６月30日（火）には日南小学校の学校訪問を、それぞれ実施しまし

た。

　授業の参観や学校経営についての意見交換等のほか、放課後には、それぞれ先生方全員と、

学校課題を解決し、めざす子どもの姿を実現するための取り組みについて協議を行いました。

興味深いことに、授業で見られた子どもたちの姿は小中学校で随分と違いますが、協議の中で

出された子どもたちの課題には共通点がありました。大きく分けると、以下の２つになるよう

です。

①　自らの考えを表現するための言葉の力や他者とのコミュニケーション力が乏しい。

②　自ら課題を見つけて計画的に学習するなど、学習に主体的に取り組む態度や習慣

　　が身についていない。

　これらの課題は、長年にわたり日南の子どもたちの課題になっていることでもあります。先

生方は子どもたちの学びや学校生活を充実させようと一生懸命考え、取り組んでおられますが、

なかなか成果として表れてきていません。これらの課題を解決するには、学校教育の中だけで

なく、幼少期からの家庭教育や社会教育等、様々な取り組みが必要だと考えられます。例えば、

次にあげるような取り組みはいかがでしょう。

〇多くの本に触れさせるなどして文字や言葉への関心を高め、言葉の力をつけること

〇根気よく子どもの話を聞いて話すこと

　への意欲を高めること

〇様々な立場の人とふれあい、相手意識

　を持った良いコミュニケーションの仕

　方を経験させること

〇子どもたちの知的好奇心を喚起し、結

　果だけで評価するのではなく、目標に

　挑戦する姿勢や努力の過程をしっかり

　と認めてやること

　それぞれの子どもによって実態も異な

ります。保護者のみなさんや地域のみな

さんはどのように感じておられるでしょ

うか。 　めざす子どもの姿を実現するために、どんな取り

組みが必要か話し合いました。



　プールから子ど

も達の元気な声が

聞こえてくる季節

となりました。水

泳シーズンの到来

です。今年も自分

の目標に向かって

しっかり泳いでほ

しいです。

　さて、６月26日

１年生27名は、阿

毘縁の林リンゴ園

にりんごの袋かけ

に行きました。林

さんから袋かけの説明を聞いた後、４人のボラ

ンティアさんや先生方と一緒にリンゴの袋かけ

にチャレンジ。朝方降っていた雨も上がり、

「大きくなあれ」「おいしくなあれ」と願って

苦労しながらも一生懸命取り組みました。夏休

み明けには、自分の名前入りのシールを張って

「ｍｙりんご」を作るそうです。　　

　子ども達は、たくさんのりんごが落ちている

のに驚いていました。そして、ある子は、

「もったいないなぁ」「食べられんかなぁ」と

言って落ちた姫リンゴほどの大きさのりんごを

かじっていました。みんな楽しくのびのびと活

動しました。ボランティアさんありがとうござ

いました。

　さて、お願いです。今年度は、学校は新型コ

ロナウイルス感染症拡大を避けるために支援の

依頼も慎重に検討しています。しかし、学校へ

来なくてもできる身近なボランティア、例えば

子ども達へのあいさつや声かけの輪をひろげま

せんか。子ども達に楽しさや元気などをあげる

ことができますし、もらえます。よろしくお願

いいたします。

連絡先…日南町教育委員会 (82-1118)

コーディネータ携帯 (080-5232-7712)

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

にちなん子ども応援隊だより No.86
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れ
る
も
の
」
「
熱
中
で
き
る
も

の
」
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
と
結
び
付
け
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
は
、
勉
強
で
も
あ
ま
り
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

苦
に
な
ら
な
い
と
夢
中
に
な
れ
ま
す
、
熱
中
で
き
ま
す
、
学
び
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

｢

勉
強
で
得
意
な
も
の
？
そ
ん
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。｣

と
、
返
事
が
来
そ
う
で
す

が
、
数
学
や
英
語
ば
か
り
が
勉
強
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
掃
除
が
好
き
、
料
理
が
好
き
、
ス

ポ
ー
ツ
が
得
意
、
植
物
が
好
き
、
写
真
に

凝
っ
て
い
る
な
ど
、
自
分
に
と
っ
て
好
き
な

こ
と
を
見
つ
け
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　町
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
講
座
が
な

か
っ
た
ら
仲
間
を
募
っ
て
学
び
の
場
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会

教
育
室
に
ご
相
談
く
だ
い
。

　ま
た
、
本
年
度
も
ま
ち
（
む
ら
）
づ
く

り
協
議
会
主
催
の
各
種
講
座
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
講
座
は
一
覧
表
の
と
お
り
で

す
。
他
地
域
の
講
座
で
も
参
加
可
能
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
各
ま
ち
（
む

ら
）
づ
く
り
協
議
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

83
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

夢
中
・
熱
中
す
る
も
の
を
・
・
・

日野上

山　上

阿毘縁

大　宮

多　里

石　見

福　栄

しめ縄づくり教室（現在開催未定）

寄せ植え教室、行灯づくり、料理教室

もみの木講座、石けんづくり、子どもとの交流事業

絵手紙教室、ミニ門松づくり、ウオーキング

フラワーアレンジメント、ジビエ料理教室

園芸教室、ボルドブラ・ズンバダンス教室

パソコン教室、生け花教室、手話教室、ポーセラーツ教室

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になるものも
あります。



　新型コロナウイルス感染症拡大による臨時休校に備

え、中学校で遠隔授業の実験が行われました。生徒たち

は授業の段取りを説明された後、3つの教室に分かれタブ

レット端末を操作し授業に参加しました。先生方は予め

準備した色画用紙を皆に配り、「聞こえたら赤色の紙を

出して」と呼びかけることで画面上での確認を円滑に進

めていました。

中学校遠隔授業の実験
６

５

まちの話題まちの話題

　新型コロナウイルス感染症の影響で大変な思いをしている鳥取大学の学生へ、連携協定自治体である日南町とし

て少しでも力になれればという思いから日南町産コシヒカリ300キロを大学に寄贈しました。お米は炊き込みご飯

にし、６月16日～18日の３日間配布を行い約1800食が学生に届けられました。後日、学生からのお礼のメッセー

ジが役場に届き、一部が役場ホールに飾られました。

コロナで大変な学生へお米を

　オープンして4年になる「にちなん日野川の郷」（株式会社サクセス

和泉享代表取締役）がグリーンカーテンの植苗祭を開催しました。

「にちなん日野川の郷」は一品１円の森林支援協力金を実施するなど

日頃より環境に配慮した運営を行っています。今回の植苗祭も参加者

によって植えられた食物が育つことでグリーンカーテンとなり、室内

の温度の上昇を防ぐことをねらいとしています。にちなん保育園年中

児11名も参加し元気いっぱい苗植えを行いました。

道の駅でグリーンカーテン植苗祭
６

11

いずみ とおる

６
11･16～1８
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　日南小学校４年生16名が日南林業アカデミー、出立山にて森

林教育を受けました。

　講師として授業をされたのはにちなん中国山地林業アカデ

ミーの小菅良豪教育運営科長で、森林の歴史や仕組みについて

説明されました。今回の体験は、切り株には年輪があり長年の

研究に基づくデータを参考にすると、年輪をみるだけで切られ

る前の木の高さが分かるというものでした。途中雨が降ること

もありましたが、切り株を計ったり、年輪の数を数えたり、出

立山を登ったりと森林を肌で感じることができました。

年輪を数えてみよう
７

１

感謝状を贈呈に山陰合同銀行本店へ

　山陰合同銀行本店にて中村英明町長から株式会社山

陰合同銀行石丸文男取締役頭取へ「日南町J-クレジッ

ト販売における感謝状」が贈呈されました。令和元年

度販売数量の7割が同行のマッチングによるもので、

同行との販売モデルが全国の優良事例として認めら

れ、日本各地でのセミナーで事例紹介される等の経緯

から感謝状を送ることになりました。同行からは石丸

文男取締役頭取、安喰哲哉常務執行役員米子営業本部

長、吉田修地域振興部長、三鴨秀己生山支店長が出席

されました。

ホタルの保護にむけて

　今年もホタルの保護を目的に山上地域の環境整備

が行われ、県道沿いの草刈りや、遮光ネット張りな

ど汗を流しながら作業をされました。ヒメホタル保

護会のメンバーは「山上のホタルは素晴らしい。だ

からボランティアでこれだけの人が集まり作業を行

う。それほど魅力的な光景が広がる。今年は新型コ

ロナウイルス感染症対策の為、おもてなしはせず観

光も自粛をお願いしているが、是非来年は見に来て

ほしい」と話されました。

６

21

大きなりんごになあれ

　阿毘縁の林りんご園で日南小学校１年生27名を対象に

りんごの袋かけ体験が行われました。りんご農園を管理

されているのは林冨實代さんで、雨風や虫からりんごを

守るために袋をかけることなど説明されました。子ども

達は色がつきかけているりんごをみて「見て！色が変

わってきてる！」と驚きながら袋をかけていました。

６

26

６

15

６

30

いしまる ふみお

なかむら ひであき

あんじき てつや

よしだ おさむ

はやし ふ み よ

みかも ひでき

こすが よしたけ
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まちの話題まちの話題

トヨタ自動車と協定締結
農業の収益力向上と人材育成を目指して

みかみ　じゅんじ

ますだ　  いちろう

やまぐち　　みき

　過疎・中山間地域が直面している農業の各種課題

に対応した取り組みを推進していくことを目的にト

ヨタ自動車株式会社と「農業の収益力向上と人材育

成に関する協定」を締結しました。

　締結式ではトヨタ自動車株式会社増田一郎アグリ

バイオ事業部長、山口美希農業支援室主任の他、先

行して同システムを導入している町内の農事組合法

人エコファームＨＯＳＯＹＡ三上惇二代表理事が出

席され、「経験と勘に頼ってきた農業から脱却し、

若い人もワクワクするような農業になれば」と話さ

れました。



まちの話題まちの話題
緊急事態発生時における
廃棄物処理に関する協定

６

26
建設業協会より

「役立つ図書の購入をしてほしい」

７

１

かわた つぐお

　６月の１ヶ月間に３社とJ-クレジットの売買

契約がありました。それぞれ調印式が行われ

中村英明町長よりお礼が伝えられました。

 今回契約があったのは株式会社中海テレビ放

送と米子ガス産業株式会社、そして株式会社

ケイズです。いずれの契約も町と販売コー

ディネート契約を締結している山陰合同銀行

のマッチングによるものです。

　６/19 の調印式には米子ガス産業株式会社か

ら宇田川俊宏代表取締役が出席され、山陰合

同銀行からは今井信行米子東支店長、三鴨秀

己生山支店長が出席されました。

　６/５の調印式には株式

会社中海テレビ放送から

加藤典裕代表取締役社長、

野坂貢弘執行役員営業部

長、山陰合同銀行から吉

川浩執行役員米子支店長、

三鴨秀己生山支店長が出

席されました。

　６/24 の調印式には

株式会社ケイズから松

本啓代表取締役、山陰

合同銀行からは安喰哲

哉米子営業本部常務執

行役員本部長、今井信

行米子東支店長、三鴨

秀己生山支店長が出席

されました。

１ヶ月で３件！Jクレジット売買契約

　日南町建設業協会から日南町へ、図書購入費が贈ら

れました。日南町建設業協会は、郷土図書や地域振興

に役立つ図書の購入をしてほしいと、平成８年から毎

年贈ってくださっています。役場町長室で行なわれた

贈呈式では代表して川田嗣男協会長から町長に目録が

渡されました。今年も建設業協会の皆さんの想いが本

となって、図書館に並ぶ予定です。
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６
５･19･24

なかむら   ひであき

うだがわ       としひろ

いまい      のぶゆき みかも ひで

き

かとう     のりひろ

のさか    みつひろ

まつ

もと  けい

あんじき てつ

や

いまい のぶ

ゆき みかも

ひでき

よし

かわ ひろし

みかも ひでき

のさか みつひろ

※J-クレジット制度とは

　J-クレジット制度とは二酸化炭素の削減量・吸収量を認定し売買を可能とした制度です。

日南町では、林業振興や環境保全、生態系の維持を目的に平成25年から国によるJ-クレジット制度を取得し、

県内外の多くの企業に販売しています。開始をした平成25年度から数年間は年間20～100トン程度の販売量で

したが、平成30年度以降は年間500～600トン程度に増加しています。

　三光株式会社（三輪昌輝代表取締役社長）と「緊

急時発生事態における廃棄物処理に関する協定」を

締結しました。この協定は感染症の拡大や災害時等

の緊急事態発生時に一般廃棄物処理の対応を協力し

ていただくという内容です。三輪代表取締役社長は

「災害時に備え計画を立てていくことが必要。でき

ることは手伝いたい。」と話されました。

みわ まさてる
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前
回
、
電
気
柵
は
安
全
な
の

で
、
安
心
し
て
お
使
い
く
だ
さ

い
と
お
話
し
ま
し
た
。「
で
も
、

電
気
柵
で
人
が
死
ん
だ
事
故
が

あ
っ
た
だ
ろ
？
」
と
い
う
質
問

が
よ
く
あ
る
の
で
、
今
回
は
こ

の
事
故
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
質
問
を
さ
れ

た
方
は
、
５
年
前
に
静
岡
県
で

起
こ
っ
た
事
故
を
心
配
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
故

は
７
人
が
感
電
し
、
う
ち
２
人

が
死
亡
、
設
置
し
た
方
も
責
任

を
感
じ
て
自
殺
さ
れ
た
と
い
う

痛
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の

話
だ
け
聞
く
と
、
電
気
柵
は
な

ん
て
危
険
な
ん
だ
！
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
事

故
は
市
販
の
電
気
柵
で
起
こ
っ

た
事
故
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
設

置
さ
れ
た
方
が
自
分
で
作
っ
た

も
の
で
起
こ
っ
た
事
故
で
し
た
。

漏
電
遮
断
機
を
使
わ
ず
、
１
０
０

ボ
ル
ト
の
家
庭
用
電
源
か
ら
直

接
電
気
を
取
り
、
電
線
に
流
す

と
い
う
非
常
に
危
険
な
も
の
で
、

こ
れ
は
電
気
柵
で
は
な
く
、
も

は
や
「
電
殺
器
」
で
す
。

　
市
販
の
電
気
柵
は
３
０
０
０

ボ
ル
ト
以
上
の
電
気
が
流
れ
て

お
り
、
そ
れ
で
大
丈
夫
な
の
に
、

こ
の
１
０
０
ボ
ル
ト
の
自
作
し

た
も
の
は
危
険
な
の
か
？
そ
れ

は
端
的
に
言
う
と
、
電
気
を

流
す
時
間
が
全
く
違
う
か
ら

で
す
。

　
市
販
の
も
の
は
１
０
０
分

の
１
秒
以
下
し
か
通
電
し
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
一
瞬
し
か

感
電
し
な
い
の
で
鋭
痛
が
走

る
だ
け
で
済
み
ま
す
。
ま
た

１
秒
以
上
の
間
隔
を
空
け
て

電
気
を
流
す
の
で
、
電
線
に

触
れ
て
も
す
ぐ
に
放
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
安

全
な
の
で
す
。

　
し
か
し
事
故
を
起
こ
し
た

自
作
の
機
械
は
、
家
庭
内
の

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接
電
気

を
取
り
、
電
線
に
流
し
て
い

る
だ
け
な
の
で
、
例
え
ば
手

で
電
線
に
触
れ
る
と
筋
肉
が

硬
直
し
、
電
線
を
掴
ん
で
放

せ
な
く
な
り
ま
す
。
漏
電
遮

断
器
な
ど
の
設
備
が
な
い
た

め
、
そ
の
ま
ま
電
気
が
流
れ

続
け
、
失
明
、
火
傷
、
心
停

止
と
い
っ
た
症
状
に
つ
な
が

り
、
最
悪
の
場
合
は
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
恐
ろ
し
く
危

険
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
危
険
な
電
殺

器
を
作
り
、
設
置
す
る
の
は

違
法
で
す
し
、
何
よ
り
も
家

族
や
知
人
を
危
険
に
さ
ら
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
決
し

て
自
作
の
電
気
柵
を
設
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
電
気
柵
は
上
手
く
使
え
ば

非
常
に
効
果
的
な
道
具
で
す
。

せ
っ
か
く
設
置
し
た
の
に
効

果
が
な
い
と
感
じ
た
ら
、
役

場
ま
た
は
当
協
議
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

獣害対策
最前線

電気柵って危険？
その②

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
は
島
根
大
学
生
物
資
源
科
学
部

の
米
康
充
准
教
授
ら
と
、
測
量
用
ド
ロ
ー
ン
利
用
に

よ
る
林
業
に
お
け
る
省
力
化
の
研
究
を
共
同
で
行
い

ま
す
。
大
学
に
あ
る
「
知
・
技
術
」
を
林
業
現
場
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
、
林
業
現
場
の
負
担
軽
減
を
実

現
し
収
益
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
新
し
い
点
は
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
な
り
、
現
場
と
大
学
を

つ
な
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き

点
は
「
現
場
の
困
っ
た
」
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
た
め
、

日
南
町
森
林
組
合
を

は
じ
め
中
国
地
方
の

多
く
の
林
業
事
業
体

と
も
協
力
し
、
「
現

場
を
軸
」
に
し
な
が

ら
実
証
的
研
究
を
進

め
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
高

精
度
の
測
量
用
ド

ロ
ー
ン
R
T
K
を
購

入
し
、
作
業
道
の
出

来
高
検
査
の
省
力
化

か
ら
始
め
ま
す
。

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

　https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

より便利に！日南町図書館ホームページ【スマホで予約編】

「蔵書こだわり検索･予約」を選
び、タイトル等を入力して「検
索する」をクリック

タイトルを全て入力
しなくても思いつく
キーワードでも可

①「本を探す・予約」

検索結果から読みたい本にチェック　を入れ
て、「カートに入れる」をクリック
※ページ上の予約カートマークの横にカートに入れた

件数が表示されます

②「予約カート」に入れる

ページ上にある予約カート（〇件）をクリッ
クし、今回予約したい本にチェック　を入れ
てから、「予約する」を選ぶ

③「予約する」

利用者番号…貸出カードの番号（9ケタ）
パスワード…初期値は西暦表示の生年月日（8ケタ）
※初回ログイン後、任意のパスワードに変更可

④利用者情報を入力

受取場所と連絡方法を選択して、「次に進む」を
クリック
※宅配受取は登録が必要

「日南町図書館」で
ご検索ください。

⑤予約情報を入力

内容を確認して「予約する」をクリック

⑥内容確認

「予約完了」をクリック

⑦予約完了

わからないときは、お気軽に図書館（℡ 77-1112）へお問い合わせください。
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福祉保健課
保健師

松本　朋子 378

　今年度も６月から住民検診が始まりました。今年度は新規事業と
して、胃がん対策事業「ピロリ菌抗体検査（リスク層別化検査）」
を実施しています。「ピロリ菌抗体検査」を実施することにより、
胃がんの早期発見、発症する危険性を低下させることを目的として
います。
　今回は日南町住民検診で受けられるピロリ菌抗体検査についてご
紹介します。

【対　象　者】日南町に居住地を有する20歳～65歳の人で、過去にピロリ菌抗体検査を受けたことがない人
　　　　　　（※対象年齢の基準：令和３年３月31日時点の満年齢）
【検査方法】血液検査により、ピロリ菌抗体検査とペプシノゲン検査を行います。
　　　　　　　　　　　　　　（この２つの検査を『リスク層別化検査』といいます）
【実施場所･検査内容】
　　　　　　①集団検診（会場：日南町総合文化センター）：バリウム検査と血液検査を実施。
　　　　　　②医療機関検診（日南病院または江尾診療所）：胃カメラ検査と血液検査を実施。
【申込方法】①集団検診での受診を希望される方は、事前申込は不要です。
　　　　　　②医療機関での受診を希望される方は、福祉保健課へお電話ください。

【ピロリ菌って何？】
　ピロリ菌は胃の粘膜に感染する細菌のことです。感染すると胃粘膜が炎症を起こし、胃酸によるダ
メージを受けやすくなってしまいます。ピロリ菌は一度胃粘膜に住み着くと、ほぼ一生涯胃の中に存在
し続けます。駆除するためには、医療機関で除菌治療を受けるしかありません。
　ピロリ菌に感染し胃粘膜の萎縮が進むと、胃がん発症の危険性が高くなります。

【『リスク層別化検査（ピロリ菌抗体検査・ペプシノゲン検査）』では何がわかるの？】
・ピロリ菌抗体検査では、血液検査によりピロリ菌に感染しているかどうかがわかります。
・ペプシノゲン検査では、血液検査によりペプシノゲンの量を調べることで胃粘膜の萎縮の程度を推測す
　ることができます。胃粘膜の萎縮が進行するほどに胃がんが発生しやすくなると言われています。ペ
　プシノゲン検査が陽性ということは、萎縮性胃炎があると考えられ胃がんの危険性があると言えるの
　です。

【ピロリ菌を除菌して、胃がんを予防しましょう】
　ピロリ菌抗体検査やペプシノゲン検査で陽性の判定が出た場合は、精密検査を受ける必要がありま
す。ピロリ菌に感染している場合は除菌治療を受けましょう。
　また、２つの検査が陰性であっても、胃がんを発見する最も有効な方法は「胃がん検診」を毎年受け
ることです。
　ピロリ菌感染があるかないかを知り正しく対処することが大切です。ぜひこの事業をご活用ください。

≪検査を受けるときの注意事項≫
　・40～65歳の人は、原則胃がん検診とあわ
　　せての検査となります。ただし、40～49
　　歳の人に限りピロリ菌抗体検査のみの受診
　　が可能です。
　・20～39歳の人は、ピロリ菌抗体検査のみ
　　となります。胃がん検診は受けられません。
　・過去にピロリ菌抗体検査を受け、除菌され
　　た方などは受診ができません。

★☆胃がん対策事業「ピロリ菌抗体検査」について☆★

日南町住民検診で受けられる「ピロリ菌抗体検査」

【申し込み問い合わせ：福祉保健課：82-0374】

20～39歳

40～49歳

50～65歳

66歳以上

×

○ (原則)

○

×

胃がん検診
＋ピロリ菌抗体検査 ピロリ菌抗体検査のみ 胃がん検診のみ

○

○

×

×

×

○

○

○

【対象年齢と受けられる検査内容】
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令和元年度高齢者ニーズ調査の概要

無回答３%
↓

不便３%→

【調査対象者】65歳以上で要支援・要介護認定を受けていない人　1,926人

【回 答 者 数】1,536人

【回　答　率】75.8％（男性71.2％　女性78.9％）

【調 査 方 法】配布回収は、郵便にて行いました。

質問①【この１年間に転んだことがありますか】
　高齢者にとって、転倒は寝たきりの原因になる

こともあります。高年齢になるほど、この１年間

に転倒の経験があり、男性がやや転びやすい傾向

にあるという結果でした。

質問②【週に１回以上は外出をしていますか】
　外出をすることで、足腰の筋力や認知機能の低

下を予防するといわれています。高年齢になるほ

ど外出の機会が減っているが、85歳以上においても、

８割以上の方が「週に１回以上外出する」という

結果でした。H28 年調査と比較し、「ほとんど外出

しない」が全年齢で減少しました。

質問③【あなたは、食料品の購入に不便を感じて
困っていますか】
　どの年代において

も約４割の方が「不

便で困っている」「将

来が不安」という結

果でした。

質問④【現在薬を服用していますか】
　　【薬を飲み忘れることがありますか】
　80％の方が病気の治療のため、病院から内服薬

をもらっています。

さらに飲み忘れがあ

るかお尋ねすると、

21％の方が「月に１

～２回」、２％の方が

「週に１回以上飲み忘

れている」ことがわ

かりました。

質問⑤【周囲の人に「何度も同じことを聞く」な
どの物忘れがあるといわれますか】
　85 歳以上では 26％の方が「周囲の人に物忘れが

あるといわれたことがある」という結果でした。

食料品の購入に困っていますか

薬の飲み忘れ

この１年間に転んだことがありますか

週に１回以上は外出をしていますか 物忘れがあると言われますか

100%

80%

60%

40%

20%

0%

100%

80%

60%

40%

20%

0%

100%

80%

60%

40%

20%

0%

65～74歳

何度もある　　１度ある　　ない　　無回答

75～84歳 85歳以上

65～74歳

ほとんど外出しない　　週１回　　週２～４回　　週５回以上

75～84歳 85歳以上 65～74歳

はい　　いいえ　　無回答

75～84歳 85歳以上

困ってない
51%

困ってない
51%

飲み忘れなし
74%

飲み忘れなし
74%

月に
１～２回
21%　

月に
１～２回
21%　

週に１回
以上２%→

将来が不安
40%

将来が不安
40%

独居
20%
独居
20%

夫婦世帯
35%
夫婦世帯
35%

子と同居
21%
子と同居
21%

その他
21%
その他
21%

　令和２年２月に行いました高齢者ニーズ調査にご協力いただきましてありがとうございました。調査結果
の概要をまとめましたので一部を報告いたします。この調査は第８期介護保険事業計画の基礎資料として、
また高齢者の皆様の健康状況を把握し、必要な人に必要なサービスを速やかに利用
していただくことを目的に実施しました。 ［世帯構成］

この調査結果は、第８期介護保険計画やその他安心･安全な日南町を目指した対策に活用いたします。
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　さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
実
質
的
に
義
務

教
育
を
受
け
て
い
な
い
方
々
が
学
び
直

す
場
と
し
て
「
夜
間
中
学
」
や
「
識
字

教
室
」
が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
戦

災
孤
児
を
支
援
す
る
心
あ
る
教
師
た
ち

の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
戦

後
の
復
興
と
と
も
に
生
徒
数
、
学
校
数

は
減
り
、
一
時
は
国
か
ら
勧
告
が
出
さ

れ
廃
止
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
存
続
の
必
要
性
を
訴
え
る
活
動
に

よ
っ
て
現
在
、
公
立
33
校
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
運
営
で
20
数
校
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　今
の
夜
間
中
学
に
は
、
幼
い
頃
、
貧

次
回
の
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

第
２
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

日

　時

　８
月
４
日(

火)

　午
後
６
時
30
分
〜

会

　場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

講

　師

　米
子
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　男
女
共
同
参
画
部
会

　未
婚
の
交
際
関
係
に
あ
る
人
同
士

が
、
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
精
神
的
な
支

配
を
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
を

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
恋
人
な
ど
親
し
い
人
か

ら
の
暴
力
）
と
言
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
か
ら
お
互
い
を
理
解
し
尊
重
し

あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

日

　時

　８
月
７
日(

金)

　午
前
９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
人
と
人
と
の
よ
り
良
い

　
　
　
　
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
」

　
〜
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
通
し
て
〜

「
夜
間
中
学
・

　
　
　
識
字
教
室
に
学
ぶ
人
た
ち
」

８
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内
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困
の
た
め
に
学
校
に
通
え
な
か
っ
た
高

齢
者
の
方
か
ら
、
い
じ
め
な
ど
に
よ
り

不
登
校
に
な
っ
た
若
者
、
外
国
か
ら

や
っ
て
き
て
日
本
語
の
読
み
書
き
を
学

び
、
暮
ら
し
を
創
ろ
う
と
す
る
人
た

ち
、
な
ど
幅
広
い
年
齢
、
立
場
の
方
が

集
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
社
会
の
変
化

に
よ
っ
て
必
要
性
は
再
び
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　講
座
で
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
こ
ん
ば
ん
は
Ⅱ
」
を
視
聴
し
、
生

徒
さ
ん
た
ち
の
声
を
聴
き
ま
し
た
。
学

べ
る
こ
と
の
喜
び
、
あ
り
が
た
さ
、
共

に
学
び
支
え
あ
う
老
若
男
女
の
学
友
と

の
深
い
友
情
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
と

に
外
国
か
ら
売
ら
れ
る
よ
う
に
来
日
し

辛
苦
の
中
か
ら
学
び
は
じ
め
、
自
立
を

勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
女
性
の
「
学
ぶ
こ

と
は
生
き
抜
く
こ
と
」
と
い
う
言
葉
は

胸
に
深
く
刺
さ
り
ま
す
。

　視
聴
後
、
人
権
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の

伊
田
哲
朗
さ
ん
が
、
兵
庫
県
の
高
校
教

師
と
し
て
定
時
制
高
校
や
夜
間
中
学
に

関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
実
質
、
教
育
を
受
け
て
い
な
く
て

も
形
式
的
に
卒
業
証
書
が
交
付
さ
れ
る

慣
例
の
た
め
、
正
確
な
数
字
は
把
握
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
義
務
教
育
の
未
修
了
者

は
百
数
十
万
人
と
も
言
わ
れ
、
現
在
は

約
二
千
人
の
方
が
学
び
直
し
て
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　厳
し
い
背
景
を
持
つ
生
徒
さ
ん
た

ち
、
特
に
日
本
で
差
別
の
対
象
と
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
朝
鮮
半
島
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
方
々
と
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
、

そ
う
し
た
方
々
を
支
え
る
人
た
ち
が
惜

し
み
な
く
力
を
注
が
れ
る
様
子
を
伝
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
多
く
が
漫
然
と
受
け
止
め
て

い
る
教
育
、
学
び
の
大
切
さ
、
教
え
る

側
の
信
念
の
重
み
を
思
い
ま
す
。
身
近

に
も
学
び
の
場
を
必
要
と
し
て
い
る
方

が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲神戸市の「識字教室」の様子
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家
庭
用
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

　

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

　

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

　

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
手
持
ち
の
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑦
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。
１
本
ず
つ
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑧
正
し
い
位
置
に
、正
し
い
方
法
で
点
火
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
い
て
は
い

　

け
ま
せ
ん
。
大
け
が
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
点
火

　

す
る
と
き
も
筒
先
に
顔
や
手
を
出
さ
な
い
こ
と
。

⑩
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑪
花
火
を
分
解
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。
絶
対
に
し

　

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

消
防
水
利
の
近
く
の
駐
車
は
控
え
て
く
だ
さ
い

　

夏
を
迎
え
て
川
遊
び
や
魚
釣
り
、
帰

省
に
よ
る
駐
車
で
川
の
近
く
や
消
火
栓
、

防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
の
近
く
に

車
を
止
め
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

消
防
水
利
は
火
災
の
と
き
す
ぐ
に
使

う
た
め
に
道
路
交
通
法
で
駐
車
禁
止
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」「
消
防
水
利
」

等
の
標
識
の
あ
る
付
近
で
の
駐
車
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。

T
E
L   

８
２

－

１
１
１
１

役
場
総
務
課

お
問
い
合
わ
せ
先

募集 令和2年度第2回日南町職員採用資格試験／日南病院職員採用資格試験（一般事務のみ）

□ □
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

第２学期入学生募集（10月入学）お知らせ

□

スマホ部門が新設！日野川フォトコンテ
スト2020～私の日野川～作品大募集！募集

□

運転免許証の自主返納を考えてみませんか？
　　 ～65歳以上の方へ～お知らせ

□

介護の入門的研修
受講生募集募集

□ □

受講料
無　料

令和2年度鳥取県西部広域行政管理組合職員採用試験お知らせ

□

□

海上保安官募集お知らせ

□
□
□

□
□
□
□
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□ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □

国保人間ドックの受診者を募集しています！お知らせ

□ □

福祉の就職・転職フェア
とっとり2020夏

～福祉を創る人とヒト　つなぎます～
８月８日（土）13：15～16：00

イベント

□

参加無料　途中入退場自由　履歴書不要

求人募集の法人・事業所との面談コーナー

求職相談コーナー・資料情報コーナー

□問鳥取県福祉人材センター
（鳥取県社会福祉協議会　福祉人材部）
TEL（０８５７）５９－６３３６

『続日南町史』の発刊についてお知らせ

□

日南町集落除雪対策支援事業についてお知らせ

□
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

じ
ゃ
が
芋
さ
ぐ
り
掘
り
夕
暮
れ
時
　 

　
　
　
　
　
　

生
　山
　弓
場
　里
恵

ち
ょ
っ
と
一
休
み

遠
く
で
刈
払
機
の
リ
ズ
ム
良
い
音
が
す
る
　
　
　
　

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

カ
リ
カ
リ
と
音
も
可
愛
い
胡
瓜
の
初
取
り
　
　
　
　

茶
　屋
　木
山
　輝
子

ト
マ
ト
の
挿
し
木
し
て
一
人
楽
し
む
　
　
　
　
　
　

印
　賀
　久
代
　幹
子

山
あ
じ
さ
い
木
陰
の
中
で
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
　
　

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

新
緑
に
し
て
過
疎
の
里
久
々
に
こ
い
の
ぼ
り
お
よ
ぐ
　
　

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

草
刈
る
し
か
な
か
っ
た
六
月
に
終
止
符
を
打
つ
　
　

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

大
樹
を
宿
り
藤
の
花
房
は
ん
な
り
揺
れ
る
　
　
　
　

生
　山
　渡
辺
　圭
子

六
月
と
云
え
ど
夏
日
も
あ
り
今
日
の
梅
雨
寒
　
　
　

茶
　屋
　木
山
　操
子

鋏
の
音
涼
し
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
コ
ッ
プ
に
挿
す
　
　
　

茶
　屋
　小
林
　道
子

人
柄
の
香
る
甘
酒
賜
わ
り
て
　
　
　
　
　  

　
　
　
神
戸
上
　笹
間
　玲
子

初
鮎
の
香
り
パ
ク
リ
と
頭
か
ら
　
　
　
　  

　
　
　
宮
　内
　田
辺
登
志
美

青
葉
冷
友
の
忌
忍
び
花
供
ふ
　
　
　
　
　  

　
　
　
宮
　内
　船
越
　裕
子

更
衣
辿
っ
た
証
し
断
捨
離
に
　
　
　
　
　
　  

　
　
矢
　戸
　和
田
　淑
子

の
ど
か
さ
や
笑
う
も
愚
痴
る
も
独
居
の
身
　
　  

　
豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

ぐ
る
り
山
故
里
青
葉
に
　
れ
け
り
　
　
　  

　
　
　
宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

梅
雨
晴
れ
の
峡
の
道
辺
の
白
う
つ
ぎ

　
香
り
つ
づ
け
り
「
デ
イ
」
の
車
窓
に

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

心
経
は
眠
気
誘
う
に
時
要
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
念
ず
半
ば
で
早
夢
の
中

湯
　河
　山
田
　司
郎

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　
　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

８
月
２
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　日
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　第
３
研
修
室

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

※

感
染
予
防
策
を
行
い
な
が
ら
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
し
ま
す
の
で
事
前
に
確
認
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

き   

し
の

は
つ
あ
ゆ

あ
か

ぐ
　  

ち
う
も

た
ど

た
ま

ひ
と
が
ら

「
21
歳
」

　今
月
の
『
オ
ッ
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
が
会
い
に
行

く
』
で
は
頑
張
る
若
手
へ
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
岡
部
さ
ん
は
21
歳
（
若
い
!!
）
で
、
介

護
士
を
し
て
１
年
と
３
か
月
ほ
ど
で
す
。

「
久
々
に
焼
き
肉
を
食
べ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
語
り
若
々
し
さ
を
感
じ
る
一
方

で
、
仕
事
の
話
に
な
る
と
と
て
も
し
っ
か
り
と

し
た
受
け
答
え
で
語
っ
て
お
ら
れ
、
介
護
に
対

し
て
の
熱
い
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。
私
が
21

歳
の
頃
は
学
生
で
、
好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ

て
呑
気
に
暮
ら
し
て
い
た
な
ぁ
と
振
り
返
り
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
21
歳
は
ど
の
よ
う
な
21
歳
で

し
た
か
？
取
材
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
出
没
す
る

と
思
う
の
で
ま
た
み
な
さ
ま
の
お
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
(^^)

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

８
月
の
日
程

こ
の
世
と
は
思
え
ぬ
現
象
茶
飯
時
に

　
　
　
悪
し
き
こ
と
だ
ま
人
に
宿
り
て

下
石
見
　浅
川
　三
郎

両手の指先を下に向け
顔の横で上下させる。

※手を早く動かすと
　「大雨」
　ゆっくり動かすと
　「小雨」

※左手は「火」の字を表し、右手は
　「災」の字の「く」の部分を表す

右手で「く」の字を描く

左手は親指と小指を伸ばし、右手
は人差し指・中指・薬指を立てる

「
災
害
」

「
雨
」



　今年も全国各地で豪雨による河川の氾濫

等甚大な被害が発生しています。

　統計上においても、平成の時代の前半と

後半を比較してみると、1時間に50ミリ以上の激し

い雨の発生回数や土砂災害の件数が1.5倍あまり増

えています。

　気候変動で災害リスクが高まる中、実効性の高い

治水対策の練り直しが急務となっていますが、公共

工事予算の「治水」事業の大幅な増額も見込みづら

い状況です。ハード対策を進めながらも避難体制強

化など、ソフト対策の強化が重要になってきます。

　SDGs未来都市に選定された町として気候変動に

具体的な対策を積極的にハード・ソフト両面で推進

していく覚悟です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  記　7月9日
（令和２年６月16日～令和２年７月15日受付分）

令和２年６月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,988 （−  6）  ■人 口  4,427 （− 14）
■    男 2,081 （−  9）  ■　  女  2,346 （−  5）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

高　見　吟　威　　 93歳　　　 宮　内

山　浦　正　昭　　 85歳　　　 生　山

長　尾　壽　幸　　 97歳　　　 丸　山

伊　達　朝　枝　  103歳　　　 福　塚

妹　尾　　　勇　　 80歳　　　 萩　原

守　家　雅　子　　 86歳　　　 萩　原

福　田　久　司　　 71歳　　　 生　山

内　田　　　格　　 65歳　　　 神戸上

氏　　名　　       　     届  出  人　　　       住　所 
ご誕生おめでとうございます

いち か

福　本　一　華　   宜　幸　　   矢　戸
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毛　利　裕　嗣　　　　　　　　生　山
(廣瀬) 　美　香　　　　　　　　花　口

橘　　　明　誉　　　　　　　　多　里
(田中) 　七　海　　　　　　　　米子市

ご結婚おめでとうございます
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町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　山地の日当たりの良い湿地に生育する多年
生草本。花がシラサギが翼を広げたような形
をしていることから名前が付けられた。
　高さ15～40ｃｍ。葉は互生し、下部のもの
ほど大きく、長さ５～10ｃｍ。花は１個～４
個つき、白色で直径約３ｃｍ。花期は８月。
　園芸用としても人気が高く、1ポッド600
円～1000円で販売されている。
　保護するためには、自生地の急激な環境変
化を避け、湿原の植生管理が必要。

サギソウ（ラン科)

鳥取県絶滅危惧Ⅰ類

投
稿
者
：
素
振
り
す
る
素
振
り

時
期
：
9
月

撮
影
場
所
：
日
南
町
内

『
若
松
滝
』

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
中
！

「
お
肉
お
魚
大
好
き
」

令和元年5月1日生まれ
　（父）紀生さん　（母）慈子さん

げんと

井上　元渡 くん【 多里 】
令和元年5月8日生まれ

　（父）真大さん  （母）里奈さん

なぎと

福田　梛人 くん【 福塚 】
令和元年5月2日生まれ

　（父）淳さん　（母）美咲さん

ね　ね

手島　寧音 さん【 生山 】

「
肩
車
大
好
き
」

「
お
父
さ
ん
大
好
き
」

今月の 1枚 Vol.38

　ご飯のときはお肉やお魚、卵、
豆腐のタンパク質をたくさん食
べて野菜やお米は二の次です。
　最近はお姉ちゃんを追いかけ
てお部屋へ行き、思うままに散
らかしてしまいますが、お姉ちゃ
んは我慢しながら相手をしてく
れます。
　バイバイを得意気にするよう
になり、成長を感じます。
　「とにかく健康第一！そして健
やかに人と自分に優しくできる
子になってほしいな」とご両親。

　パパが肩車をすると、とても
喜んで笑っています。その笑い
声がとてもかわいいです。
　散歩が大好きで、電車や近く
の犬を見かけると手を振ったり、
指差ししたりして嬉しそうです。
また、音楽が流れると体を動か
したり、拍手をしたりしてとて
も楽しんでいます。名前を呼ぶ
と「ハイ！」と手を挙げて返事
ができるようになり、成長を感
じます。
　「健康で思いやりのある優しい
子に育ってほしいな」とご両親。

　お父さんが大好きで、帰ってく
るとすぐに抱っこを求めて寄って
いきます。食べることも大好き
で、何でもよく食べてくれます。
　積み木を2つ持ってカチカチ鳴
らして遊んだり、「こんにちは」
や「ありがとう」と言うとお辞儀
をしたり、自分で歩いて散歩する
ようになったりと、成長を感じま
す。いつもニコニコしているのが
かわいいです。
　「好きなことを見つけて元気で
健康に、そしてまわりの人を笑顔
にできるような子に育ってほしい
な」とご両親。

す
ぶ

　
　
　
　
　

  

そ
ぶ


